
 

さっぽろまちづくりトーク 

 

平成 19 年８月 23 日（木）18：30～20：30  

ホテルニューオータニ札幌２階「鶴の間」 

 

次    第 

 

 

１ 開  会 

 

２ 市長メッセージ「市民自治が息づく、文化と誇りあふれる街を目指して」 

 

３ 座談会「市民の元気と市民の英知が、さっぽろの未来を創る」 

  司会者兼座談者 キャスター・地域まちづくりコーディネーター 林 美香子 氏 

  座談者     小樽商科大学ビジネス創造センター長 教授  海老名 誠 氏 

          札幌国際大学人文学部現代文化学科 教授   林 美枝子 氏 

          札幌市長                  上田 文雄 氏 

 

４ 来場の方々からの質問・意見に基づく座談者によるフリートーク 

 

５ 閉  会 



 

１ 開会 

 

○司会 ただいまより、さっぽろまちづくりトークを開催をいたします。本日は御多忙の

ところ、多くの皆様に御参集をいただきまして、まことにありがとうございます。私は、

本日の司会を務めさせていただきます札幌市市民まちづくり局の井上と申します。どうぞ

よろしくお願い申し上げます。（拍手） 

 本日のスケジュールでございますが、プログラムにもありますように、まず１０分間、

市長メッセージとして、上田市長からお話をさせていただきたいと思います。その後、先

生方をお迎えしての座談会に入ります。 

 座談会は、まずは１時間程度を市民によるまちづくりについて、各座談者の方にそれぞ

れの視点からお話をいただいた後に、後半３０分程度を、皆様からの御質問をもとに座談

者がコメントをする形で進めさせていただきたいというふうに考えてございます。 

 次に、配付をさせていただいております資料についての確認をさせていただきます。全

体プログラムのほか、質問・意見記入票、アンケート調査票、ピンク色の「新しいまちづ

くりプランへの意見募集！」のチラシ、それから「『第２次札幌新まちづくり計画』策定

過程における主な想定事業」と表題した資料をお渡しをいたしております。御確認をいた

だければと思います。 

 質問票は、座談会の後半に対談していただくテーマを皆様からお聞きするものでござい

ます。６時４５分ごろと８時ごろの２回にわたりまして、プログラムの節目で回収をさせ

ていただきます。まちづくりについて御意見をいただければというふうに思います。ふだ

んお考えになっていることがございましたら、あわせて御意見をいただければということ

で考えてございます。質問票につきましては、繰り返しになりますが、スタッフの方にお

渡しをいただきたいというふうに思います。 

 本日は、座談者と会場の皆様との直接のやりとりは時間を設けてございません。御意見

や御質問については、恐縮ですが、この質問票を通してお伝えをいただければというふう

に考えております。 

 なお、時間の都合上、すべての御意見を取り上げることができないというふうに思いま

すが、ちょうだいした御意見につきましては、計画の検討、あるいは今後のまちづくりの

参考とさせていただきたいと思いますので、どうぞよろしく御了承をいただければという

ふうに思います。 

 また、アンケートにつきましては、今後の施策の検討などの参考とさせていただきたい

というふうに思います。御記入いただき、お帰りの際に出口のスタッフにお渡しをいただ

ければというふうに思います。 

 また、第２次札幌新まちづくり計画につきまして、御意見を３１日金曜日まで募集をし

てございます。受付でお渡しを申し上げましたピンク色の「新しいまちづくりプランへの

意見募集！」のチラシ、これは、後日でも御意見を記入していただきまして、切り取って

おはがきとして送っていただけるような形になってございますので、一緒にお渡しを申し

上げております「第２次札幌新まちづくり計画」の主な想定事業の資料などを御参考にな

りながら、御意見をお寄せいただければ大変ありがたいというふうに思います。 
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２ 市長メッセージ 
 

○司会 それでは、早速、札幌市長の上田文雄より、市長メッセージ「市民自治が息づ

く、文化と誇りあふれる街を目指して」と題してお話をいただきます。 

 上田市長、よろしくお願い申し上げます。（拍手） 

 

○上田市長 どうも皆さん、こんばんは。本日は、まちづくりトークということで、多く

の皆さんにこうして御参加いただきましたことを、心から感謝を申し上げたいというふう

に思います。 

 私が札幌市政をお預かりするということになりまして丸４年が経過いたしまして、過

日、第２期目のスタートを切らせていただいたところであります。私たちの札幌市役所

が、これからどんなまちを目指していくのか、市民の皆さんとともに、どんなまちを目指

していくのかということを、私も皆さん方にお約束をし、そして多くの市民の皆様方から

御意見をちょうだいしながら、その目標を実現するいろいろな方法を講じていかなければ

ならないと、こんなふうに考えて、このトークもそういう意味での、新しいまちづくりを

する、その御意見を皆さん方からもちょうだいしたいというようなことで企画をしたとこ

ろでございます。アンケート用紙とか御意見というようなことでお配りをさせていただい

ております。どうぞ御自由に、こんなまちがいいなと、そして、今ある札幌市の状況を、

こうした方がいいなというふうな御意見、いろいろあろうかというふうに思いますが、ぜ

ひとも、今日、座談をしていただく各皆様方のお話を聞きながらでも、ぜひ皆様方の御意

見をお寄せいただきたいなと、こんなふうに思っております。 

 また、新しいまちづくり計画をつくるための資料といたしまして、今、さっとこのぐら

いのことを考えていますよということを、（「『第２次札幌新まちづくり計画』策定過程

における主な想定事業」を掲げて）お手元にこういうものが入っておりますので、これを

ごらんになりまして、もっとここをこうするべきだというようなことも、御意見をちょう

だいしたいなと、こんなふうに思っております。ホームページにも記載がございますの

で、御意見をお寄せいただく場合に参考にしていただきたいなと、こんなふうに思ってい

るところであります。 

 さて、私のまちづくりの目標というのは、市民の力が本当に生き生きと生かされて、そ

して、このまちで文化と誇りあふれる街・札幌をつくろうというのが一つの目標、スロー

ガンになっているところであります。１期目の４年間に、私は、この市民の力みなぎる札

幌のまちをつくっていこうということで、市民自治ということを一生懸命努力をしてきた

つもりでございます。まちづくりセンター、８７カ所ございますけれども、ここで、自分

たちのまちをしっかり自分たちで、どうしたらいいのかという問題を発見し、そして、そ

れを解決をする、そういうために、私たちは何をするべきなのか、そして何ができるのか

ということをさまざまな場面で考え、そして、ともに実行をしていくというようなことを

目指したものでございます。たくさんの方々が趣旨に御理解いただきまして、まちづくり

センターを中心に、さまざまな活動が現在起こっているところであります。 

 テーマといたしましては、もちろん、まちの中で安心・安全ということが非常に大きな

テーマであります。子供たちも、必ずしも、大きなまちになってまいりまして、安心して

子供たちを育てることができない危険がある。あるいは、災害に強いまちをつくらなけれ

ばならない、そんなことも、皆さん、最低限、このまちで生活するために、みんな安心

で、かつ安全なまちにするためには、行政の力だけではなくて、一人一人の市民が自分た

ちの生活の場面で危険を発見し、それを防いでいく、そんな活動をしていかなければなら

ない、こんな思いを持ち寄って、自分たちの力でやれることをやっていこう、そして、や

れないことは、これは行政の力といったものとあわせて、さまざまな対策をとっていこう

と、こんなことを今やっているところでございます。 

 安心・安全、そして快適なまちづくりということで、楽しい、そして、このまちがもっ

とすてきになるようにということで、このまちのまちづくりに皆さんが御参加いただけ
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る、参加をすることによって、このまちがもっと身近になり、自分とまち、そして、ここ

に住む札幌市民相互の距離を縮めていくことができる、そして、自らをそこに生かしてい

くことができる、老いも若きも、そんな人々の集まりが、このまちをもっともっとすてき

なものにしていくことができるのではないかと、そんな思いで、市民の力がみなぎる、文

化と誇りあふれる街・札幌をつくっていこうということにテーマを定めさせていただいた

ところでございます。 

 ２期目もスタートをさせていただきましたけれども、テーマは同じでございます。それ

をさらに深めるために、多くの方々の御参加をいただきたいということでお話をさせてい

ただいているところであります。 

 このまち、札幌のまちというものをさまざまな観点で私たちは世論調査をしているとこ

ろであります。毎年、このまちは好きですか、郷土に対する愛着度といったものをはかる

世論調査を札幌市役所はやっております。このまちは好きですか、このまちにずっと住ん

でいたいと思いますかという問いでございます。驚くことに、このまちの市民の皆さん

方、その問いに対してイエスというふうにお答えいただく方が９７％と。これは、ずっと

そういう回答でございます。１００人中９７人が、このまちが大好きだ、そして、このま

ちにずっと住んでいたいと、こんな思いを持っておられる方々が札幌市民であります。 

 客観的に、このまちが本当にそんなに好きになれるまちなのだろうかというふうなこと

を考えたときに、昨年、東京のブランド調査という、地域のブランドを評価をしようとい

うふうな、インターネットで全国で意見を集めてランキングをするという会社がございま

して、皆さんも御承知のように、昨年、７７９、全国に市という単位の自治体がございま

すが、その中で札幌が最も魅力的であると、そういうまちに選ばれたということがござい

ました。今年もその調査がございまして、７７９の市に若干の町、村を加えまして、１,

０００の自治体をリストアップをいたしまして、それの中で魅力度調査といったものを

やったところ、２年連続、札幌というまちが全国で最も魅力的なまちであるというふうに

調査結果が出たところであります。新聞でも大きく報道されて、皆さん方も、そうかと、

全国区で私たちのまちは評価をされているのだなと、こんな思いを持たれたのではないか

というふうに思います。 

 市役所の私たちも、長年にわたる、先輩達がこのまちづくりをしっかりやっていただき

まして、そして、さまざまな社会的インフラが整い、そしてそこで快適な生活ができる、

そういうまち、このまちに対する評価が、そんな意味で全国からあこがれのまちになる、

そういうまちであるということに誇りを持ち、また、その意味等もかみしめると。本当に

すてきなまちであり続けるためには何をしなければならないのかというようなことも含め

ていろいろ考えなければ、そういう考えを持つチャンスになったのではないかなと、こん

なふうに思います。 

 世界からの評価はどうかと。これは、１９７２年、冬季オリンピックが札幌で開かれま

した。今から３５年前でございます。一躍、札幌が世界にその名をとどろかせる、そうい

う一大イベントがございました。３５年たちまして、今年の２月、ノルディックスキーの

世界選手権大会がございました。４７カ国からの選手団、役員を含めて、１,０００名の

外国人が札幌を訪れてくださいました。どの方々も、すばらしいまちだと、世界にこんな

すてきなまちはない、美しいまちだというふうに、本当に感嘆をして、驚きの目で、私た

ちを評価をしていただきました。世界からもすばらしいまちだと、日本全体からもすばら

しいまちだ、いいまちだというふうに言われている札幌。そして、ここのまちで住んでい

る人たちの圧倒的多数がこのまちはすてきだと、ずっと住んでいきたいと、こんなふうに

言われているまちというのは、本当に私は世界に類例がないのではないかと、そんなふう

に誇りに思います。 

 でも、本当に一人一人の市民にとって、このまちが、本当に自分で誇ることができる、

このまちとどう関係づけて自分がいるのかということをしっかり認識ができる、そういう

力強い感覚といいますか、脈々と、生き生きとした、このまちに対する愛着といったもの

が本当にあるかどうかということについては、やはりもう少し考えなければならないのか
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なというふうに思っております。 

 私は、これが実現する、アンケートでは好きだよ、そして、ここでずっと住んでいた

い、こういうふうに思われるということのもっともっと深いところで、市民の皆さん方が

札幌市との関係をしっかりつくっていくということがこれから必要なのではないかと、そ

んなふうに思っているところであります。客観的なすてきなまちも、一人一人の生活の中

でそれが実現していくことができる、そんなまちづくりを私たちは目指していきたいとい

うふうに思っております。子供たちを本当に育てやすいまちなのかな、女性の皆さん方が

暮らしやすいまちなのかな、障がいを持った皆さん方が、このまちはとてもすてきだ、暮

らしやすいと本当に思えるまちなのかな、いろいろ私たちは活動を続ける中で、いろいろ

な感想をお持ちの方々が意見を率直に述べ合うことができ、そして、それにみんなで議論

をして、一歩でも近づけていくようなまちづくり、これを私はやっていかなければならな

いなと、こんなふうに思います。 

 それから、札幌市民はこのまちが好きだというふうに言っておりますが、北海道のほか

の市町村の皆様方が札幌をどう思っているかということについても私はしっかり考えなけ

ればならないというふうに思います。 

 私は、帯広の近くの幕別町という小さなまちで生まれ育ちました。当時から、今もそう

だと思いますが、札幌を見る目というものをどう感じていたか。あこがれのまち、大きい

まち、大き過ぎて自分のまちとは比較もできない、そんなまち。遠い存在、北海道の誇り

だというふうに、帯広にいて帯広の人が言えるか、釧路にいて、稚内にいて、根室にい

て、札幌って本当にいいまちだなと言えるかというふうな問いかけをした場合に、必ずし

も、関係ないねという人が結構いるのではないか、私はそんなふうにちょっと思うところ

がございます。札幌のまちづくりはどこを向いていたのかな、北海道に本当に向いていた

かな、そんなこともこのごろ考えております。 

 もっと私たちは、この北海道の中にある札幌というまちが、北海道のどこに住んでいる

方々ともいろいろな意味で連携をし、そして、北海道がもっともっと住みやすくなる、札

幌があればこそ北海道の皆さん方が本当にさまざまな活動ができ、あるいは期待ができ、

希望が持てる、そんなまちとしての札幌、さまざまな市や町や村と連携をしていけるよう

な、そういうことに目を向けたまちづくりも、またしていかなければならないのではない

かと、そんなことを最近考えているところであります。ぜひ多くの皆様方のまちづくりに

対するイメージを今日お聞きして、そして、みんなで考えていきたいなと、そんなことを

思っているところでございます。 

 時間が参りました。最初のメッセージということでお送りいたしました。これから座談

ということで、講師の皆さん方と一緒に皆さん考えていっていただければありがたいなと

いうふうに思います。 

 どうもありがとうございました。（拍手） 

 

○司会 上田市長、どうもありがとうございました。 

 続きまして、座談会に入っていきますが、この時間を利用いたしまして質問票の回収を

行おうと思います。御記入いただいた方は、お近くのスタッフにお渡しをいただければと

いうふうに思います。 

 それでは、座談者の皆様に御登壇をいただきたいというふうに思います。準備が整いま

したら、御登壇をいただければと思います。 

 それでは、よろしくお願いを申し上げます。皆様には、ぜひ拍手でお迎えをいただけれ

ばというふうに思います。（拍手） 
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３ 座談会 

 

市民の元気と市民の英知が、さっぽろの未来を創る 
 
司会者兼座談者 キャスター・地域まちづくりコーディネーター 林 美香子 氏 
座談者     小樽商科大学ビジネス創造センター長 教授  海老名 誠 氏 

札幌国際大学人文学部現代文化学科 教授   林 美枝子 氏 

札幌市長                  上田 文雄 氏 

 

○司会 本日の座談者の先生方を御紹介をいたしたいと思います。 

 向かって左側、本日の座談会の進行もあわせてお務めをいただきます、キャスターで、

地域まちづくりコーディネーターの林美香子先生でございます。（拍手） 

 そのお隣、小樽商科大学ビジネス創造センター長・教授の海老名誠先生でございます。

（拍手） 

 そのお隣、札幌国際大学人文学部現代文化学科教授の林美枝子先生でございます。（拍

手） 

 最後に、上田文雄札幌市長でございます。（拍手） 

 座談者の皆様のプロフィールにつきましては、お手元のプログラムに記載をさせていた

だいております。 

 それでは早速、「市民の元気と市民の英知が、さっぽろの未来を創る」と題しまして、

座談会を始めたいと思います。 

 以降の進行につきましては、林美香子さんにお願いをしております。 

 林さん、よろしくお願い申し上げます。 

 

○林美香子氏 皆様、こんばんは。たくさんの皆さんにお集まりいただいて、どうもあり

がとうございます。今、御紹介いただきましたが、今日、進行、そして座談者として参加

させていただきます林美香子です。どうぞよろしくお願いいたします。（拍手） 

 今日は４人の皆さんと一緒にお話を進めていくのですが、実は林美枝子先生と一字違い

ということで、今日は、林美枝子先生のことは林先生とお呼びして、私のことは林さんと

呼んでほしいなと思います。よろしくお願いいたします。 

 先ほども御案内がありましたけれども、今日の座談会は、前半の１時間、この４人で

トークを進めてまいります。そして後半の３０分、御来場の皆さんからの御質問とか御意

見に対して私たちが答える時間として考えております。後半に入る前に、もう一度皆さん

から質問用紙を集める時間を設けておりますので、いろいろなことをぜひ、こんなことを

聞いてみたい、私はこんなふうに思っているという御意見を書いて、集めていきますので

スタッフにお渡しくださいませ。 

 なお、時間の関係で、会場の皆さんと座談者の直接のやりとりの時間というのは設けて

おりませんので、ぜひお聞きになりたいこと、そして御意見がありましたら、質問用紙の

方にお書きください、お願いいたします。 

 では、早速始めていきたいと思いますが、今日のテーマが「市民の元気と市民の英知

が、さっぽろの未来を創る」。今、市長さんからのメッセージにもありましたが、まちづ

くりにおいては、一人一人が主体的に考えて、課題解決に向けて自ら行動し、市民が主役

となって協働で取り組んでいく市民自治というあり方が注目されています。札幌市でも、

今年の４月から自治基本条例が施行されて、情報共有と市民参加を軸としたまちづくりの

推進が進められています。こちらの「広報さっぽろ８月号」でも市長さんが登場して、い

ろいろ説明があるのですが、皆さん、お読みになっていますか、どうですか。今日お集ま

りの方はこういうものでちゃんと勉強なさっている方かなと思いますが、まだ読んだこと

がないなという方は、ぜひ、おうちに届いていると思いますので、こちらの方もお読みい
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ただきたいと思います。 

 まちは市民みんなでつくるもの、そうした考えをもっともっと広げていくにはどうした

らいいのでしょうか。また、札幌を、より活力のある、すばらしいまちにしていくために

はどうしたらいいのでしょうか、私たちでいろいろ考えていきたいと思います。そして、

皆さんたちからの御質問や御意見もお待ちしています。今日は皆さんと一緒に考えていき

たいと思っています。 

 お集まりの皆さんに少し質問をと思うのですが、今日お集まりの皆さんたちは、町内会

活動とかＮＰＯ活動、ほかの市民活動などでまちづくりに参加しているよという方、

ちょっと手を挙げていただけますか。（挙手） 

 多いですね。そろそろ自分もやりたいなと思って今日は参加したという方もいらっしゃ

いますか、どうですか。（挙手） 

 そういう方たちもいらっしゃいますね。ぜひ、今日をきっかけに、またまちづくりに参

加をしてほしいなということも思います。 

 では、最初に、座談者の皆さんたちに、自己紹介も兼ねて、市民と行政、また、まちづ

くりのかかわりの面から日ごろ感じていることなど、また、一市民としてどんなふうにお

感じなのかといったことも含めてお話ししていただきたいなと思います。 

 それでは最初に、林美枝子先生にお願いしようと思いますが、林美枝子先生は、さまざ

まな審議会の委員としても札幌市のまちづくりに参加をなさっていますが、どんなふうに

お感じでしょうか、お願いいたします。 

 

○林美枝子氏 林でございます。多くの方とは多分、初めましてという状況だと思うので

すが、私は日ごろ、審議会だとか、あるいは懇話会等で行政の方と会うチャンスが非常に

多いのです。 

 実を申しますと、同じことをほぼ毎年やっているのですけれども、でも、年によって、

実は動機づけが全く変わりますし、結果も大変変化いたします。それはなぜなのかなとい

つも思っていましたら、やはり行政とか市とか道とかと私たちが集合的にとらえているも

のでも、実際にそれを実施するのは一人一人の個人だからなのだということがわかりまし

た。今回の、この担当になった方は信頼の置ける方だな、この人は、ふだんからこの審議

会が目指しているようなことを実際にもやっている人だなという人と組んだ年は非常にう

まくいくのです。ところが、たまたまその立場に来て、今から勉強させていただきますと

いう行政の方と組んだ場合は、同じ一年間でも成果がまるで違うのですね。 

 私は、市が何をしてくれるのか、行政が、というとらえ方ももちろんあると思うので

す、公と私だからですね。しかし、その公を担っているのも同じ市民なのだという視点が

大変重要だと思うのです。では、例えば、札幌市の市民が、あるいは他の公務についてい

る方たちが、例えば札幌市がこのような方向性で市民自治を目指しているのです、あるい

は、市民活動ネットワーク、組織づくりに一人でも多く課題を持って参加してくださいと

いう声に、どれだけ個人としてこたえているのかということが大変重要なのだろうと思う

のです。つまり、公も私の集まりだということです。 

 ただ、またもう一方で、委員会や、あるいは懇話会の会長をやっておりますと、公募委

員という方たちが参加してまいります。多くは専業の主婦の方であったり、あるいは退職

した後の方が参加してくるのですけれども、なかなかやはり個人的な視点から出ることが

できないという欠点を日ごろ感じております。私はどう思うのかをもちろん求めてはいる

のですが、私の事情はどう思うのかという意見を言ってくれないと、せっかく１５分の１

の席が、やはりもったいないだろうと思うのです。だとすると、公にいる人も、私個人と

しての、あなたの活動といったものを常に振り返ってほしいという問題、そして逆に、私

である私たちも、公としての意見、あるいは公としての別人格を、自分の人生や、あるい

は２４時間の中で多く持つということが大変重要なのだろうなというふうに思います。 

 先ほど市長さんのお話の中で、私は大変納得したことがございまして、それは何かと申

しますと、北海道という視点が、例えば札幌市のまちづくりに欠けているのではないかと
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いうことをおっしゃられました。私はいつも文化人類学という学問をやっているものです

から、事例を求めていろいろな社会に出かけていくわけですが、事例そのもので物事はわ

かりません。一つ一つの事例には、意味づけられたものとしての位置がございまして、で

は何が意味づけるかといったら、文脈が意味づけるのです。すると、札幌市を意味づける

ものは、実は文脈としての北海道であったり、日本であったりするのだろうなというふう

に思うのですね。 

 すると、先ほどおっしゃっていた、そういったものに配慮したまちづくりを行政がする

ためにはどうしたらいいのか。一つには、多分、市民のみを見てはいけないということだ

と思うのです。３人に１人は札幌市民ですが、３人に２人は、道民ではあっても札幌市民

ではございません。しかし、その人たちも、多分、札幌にあこがれ、札幌の利益を享受す

る人たちだろうと思うのですね。すると、例えば市民自治ということを考えたときに、必

ずしも、ここに生まれ、ここに育ち、ここで税金を払っている人たちを市民と認知するだ

けではなくて、もう一歩、二歩、後ろに下がりまして、一時的な市民、ここで学んでい

る、ここで働いている、ここにあこがれているといった人たちも札幌とどうかかわってい

ただけるかといった視点を、いつも行政も私たちも持っていなければならないのではない

かなと思います。 

 札幌市が何を預かっているのか。北海道という文脈の中で、日本の北という位置の中

で、何を預かっているのかということをいつも認知しながらまちづくりをしていかなけれ

ばいけないのではないかなというふうに思っております。 

 

○林美香子氏 ありがとうございました。 

 今のお話の中で、行政の担当の人によって審議会の進みぐあいも違うというのは、なる

ほどというふうに思いましたし、また、市民が公の意識を持つことの大切さ、よい意味で

の市民にみんながなっていかないと、市民自治の本当の形にはならないのだなということ

も今思いました。ありがとうございます。 

 続いては海老名先生ですが、海老名先生は、実は海外での生活がすごく長くいらして、

３４年ぶりに札幌に戻られたということなのですが、そうした海老名先生からごらんに

なって、札幌の市民と行政、まちづくり、どんなふうに映っているのでしょうか、お願い

いたします。 

 

○海老名氏 皆さん、初めまして。小樽商科大学の海老名です。 

 今、林さんから御紹介いただきましたように、私は、実は大変長い間、外国で勤務をし

たり暮らしたりして、３年前にふるさと札幌に戻ってまいったわけです。３４年ぶりに札

幌に戻ってきましたものですから、随分、自分が育った時代と、余りにも、一見立派に

なった札幌との間に、何か違和感を覚えたりすることもございますので、今日は、ちょっ

と林先生のような立派なことは私はとても申し上げることができないのですけれども、変

わったことを申し上げるかもしれませんが、よろしくお願いをいたします。 

 私は、いろいろな国で暮らしてまいりまして、市民と行政の関係という、余り真正面か

ら考えたことはなかったような気がいたしますけれども、改めて問われてみますと、理想

的な関係というのは、こんな立派なホテルではなくてもよろしいのですけれども、よいホ

テルに滞在しているような感じではないかというふうに思います。それは、具体的にはど

ういうことを言いたいかというと、ふだん、毎日の普通の生活をしている間というのは、

特に行政がというようなことを一々意識しないでも暮らしていける。安心して、安全な環

境の中で平和に暮らしていけるということだろうと。しかし、やはり有事のとき、我々が

助けを必要とするときには、タイミングよく必要な支援の手を差し伸べてくれる、そうい

う関係が市民と行政というところでは一番理想的なのではないかなというふうに思いま

す。 

 よいホテルというような言い方をしましたけれども、実は、皆さん、いろいろなホテル

にお泊まりになって、例えばすばらしく立派なシャンデリアがあるとか、豪華なロビーが
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あるとか、そういうところがよいホテルではありませんよね。やっぱり、よいホテルとい

うのは、実は、お客様を見ているぞというふうには見せないのだけれども、お客様が今、

このサービスが必要だと思ったときに、すごく自然に、タイミングよくそのサービスを、

手を伸べてくれる、そういうホテルがよいホテルであり、かつ、ホテルのランキングでも

上位にランクされます。つまり、やはり、基本的には行政から清潔で安全な環境が提供さ

れていれば、ふだんはそれでよろしいと。あとは、市民が困ったときに、必要な支援の手

をタイミングよく差し伸べてくれるような関係が一番いいのだろうというふうに思いま

す。 

 しかしながら、清潔で安全な環境と簡単に言いますけれども、これは行政の努力だけで

もちろんできるはずもありません。自分のまち、自分の地域を、清潔に、安全に保つため

には、住民側に高い民度が求められると思います。自分は当然ごみを出す、市は当然掃除

をするものだ、というような感覚は絶対にだめですね。昔から衣食足りて礼節を知ると言

いますけれども、今、日本と私が長い間かかわってきたアジアとは、そこが一番違うのだ

ろうなというふうに思っています。日本ももちろん、戦後の復興期の時代には、食べるこ

とだけに精いっぱいな時代がありましたけれども、今、日本は衣食足りた状態になってい

ます。でも、アジアの多くの国は、まだ衣食足りたというレベルにはなっていません。や

はり、貧富の差が非常に激しい国が多いですから、皆様が観光で行かれるようなところで

は、もう、すばらしい金ぴかのホテルがあります。でも、その裏に回ってみると、すごい

スラム街があったり、危険な地域があったりしているのが今でもアジアの実態と言わざる

を得ないと思います。 

 そういうふうに考えると、日本全体にもう、そういうスラム街などというものはないと

思いますし、中でも、先ほども市長も御披露されておられましたように、札幌というまち

は、私が世界じゅうで暮らしてきても、特にすばらしいまち、清潔で安全なまちだと言え

ます。 

 今の日本は、必要な物資、そういうマテリアルはあるわけですから、あとは私たちの内

なるもの、礼節とか教養といいますか、市民の民度が問われているというふうに思いま

す。自分たちのまちは、自分たちの努力と参画で、世界に誇れるような清潔で安全なまち

にしていくのだという覚悟と決意が必要だと思います。 

 本当に、３４年ぶりに戻ってきて、この札幌という恵まれたまちに住むことに感謝をし

ながら、私自身も改めて、自分でできることをやっていくということが大切なのだなとい

うふうに感じている今日このごろであります。 

 

○林美香子氏 ありがとうございました。 

 民度の高い、一言で言うと、よい市民というのでしょうか、まちづくりを考え、公的な

ことを考える市民でありたいなということを、今お話を伺っていて思いました。 

 済みません、市長さんより前に、私が先に市民の一人として、座談者として発言をさせ

ていただこうと思うのですが、そういう意味では、今日、２００人ぐらいの方がお集まり

だと思うのですけれども、私は、もっともっと集まってほしいなということを思います。

というのは、やはり１９０万人という人口の多さのせいもあるのかもしれませんが、どこ

か、市民一人一人のまちづくりへの意識というのが、まだ弱いのではないかなと思うこと

があるのです。というのは、ほかの道内の町などに取材ですとか視察に行きますと、３,

０００人とか４,０００人という町がたくさんあります。そういうところでは本当に、住

民の一人一人が真剣にまちづくりに取り組んでいるのですね、取り組まざるを得ないとい

うことがあると思うのです。その点でいくと、ちょっと札幌は、だれかがやってくれるか

もしれないという気があるのかな、ここで、もっともっとたくさんの人に集まってもらい

たいなということも思います。 

 また、市民と行政が一緒にまちづくりをしていく、協働でまちづくりをしていくために

は、それを進めるためのシステムづくりということも必要だと思います。先ほど審議会の

公募委員の話が出ていましたが、こうした公募委員をもっともっと広めていくことで、た
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くさんの市民が経験することで、やっぱり公的な意識というのが高まっていくのだと思い

ます。また、早い段階から参加できるシステムづくりということも必要ではないかなと思

います。 

 さらに、こうしたまちづくりトークなど、草の根的な地域でのまちづくりの勉強会とい

うのも、もっともっと必要なのだと思います。私は、地域づくりに関する取材をして全国

を回っているのですけれども、地域づくりの先進地と呼ばれるところは、本当に地道な、

住民参加の仕掛けだったり、勉強会を長くやっているのですね。突然いいまちづくりとい

うのはできないというのが本当にわかります。ですから、こうしたさまざまなまちづくり

の勉強会などもどんどん開いていく必要があるのかなと思います。 

 それと、市民の頑張りと同時に、私はやっぱり行政の頑張りも期待したいなと思いま

す。今日のテーマは「市民の元気と市民の英知が、さっぽろの未来を創る」というふうに

なっていますが、ここには、実は透かし文字というか見えない文字があって、市民の元気

と市民の英知、プラスやる気のある行政ということが隠れているのではないかなと思って

います。やっぱり市民と行政一緒のまちづくりということが大切だと思います。 

 先ほど林先生からも御指摘がありましたけれども、１万５,０００人いる札幌市の職員

が、職員としてだけではなく市民としてまたまちづくりに参加したら、これはものすごい

力になりますよね。実際今、私は、市民活動として、モエレ沼公園の活用を考える会です

とかスローフードの運動をしているのですが、その会の活動にも市の職員の皆さんが参加

してくださっていて、大いに力を発揮してくださっています。 

 少しだけ、モエレファンクラブ、モエレ沼公園の活用を考える会の活動も紹介したいと

思うのです。 

 この会は、モエレ沼公園がイサム・ノグチがデザインしたすばらしい公園ですが、この

公園を未来にもっとすてきな形で引き継いでいきたいと思ってつくった会なのです。なぜ

この会ができたかというと、実は２００３年の７月に、モエレ沼公園の中にガラスのピラ

ミッドがオープンしました。そのときに、私たちはイサム・ノグチの彫刻展を開きたいな

と思って、市の方にお話に行きました。ただ、そのとき、市には全く予算がない、予算を

考えていないのでできないという話だったのです。でも、せっかくイサム・ノグチがこう

したすばらしい公園をつくってくれたのだから、彫刻展を開きたいということで、市民

と、また民間の企業の方にもいろいろ寄附を仰いで、本当に市民と、そして行政と一緒に

なってイサム・ノグチの彫刻展を開くことができました。そのときに思ったのですが、や

はり厳しい財政状況の中で、市だけではもうまちづくりができる時代ではないのですね。

市民と行政が本当に手を携えてまちづくりをしていかなくてはいけない時代だなというの

を実感として持ちました。なので、私は、こうしたまちづくりトークをきっかけに、これ

からまちづくりをしたいという方も大勢いらっしゃるようなので、ぜひまちづくりに一歩

踏み出してほしいなというふうに思っています。 

 というふうに、３人、市民の意見を述べたのですが、今度は上田市長さんにお話をして

いただこうと思います。お願いいたします。 

 

○上田市長 どうもありがとうございます。とてもいろいろな角度からお話をちょうだい

しまして、大変参考にさせていただいております。 

 自分の置かれている環境と自分をどうやって結びつけていくかということをしっかりや

らないと、幸せも不幸せも遠い存在になってしまうのではないかなというふうに思いま

す。リアリティーを持ってというか、現実感というものは、何かを積極的に自分と関連づ

けていかないと認識がなかなかできない、あるいは認識を深めることができないというふ

うに思います。そんな意味で、人が動くということ、人と関係づける、関係を求めていく

ということを、何とか関心を持ってもらって、そして市役所の仕事といったものも御理解

いただいて、一緒にやろうかなという気持ちを持ってもらえるような、そんな札幌市役所

の仕事をやっぱりやっていかなければいけないのだろうと、こんなふうに私は思っており

ます。 
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 一般的に、札幌市役所に限らず、私が一人の市民であったときに感じていた役所の仕事

というのは、やっぱり、ちゃんと法令に従った、法に基づく行政という概念がございます

ので、法律に従った、あるいは条例に従った仕事をちゃんとやっていれば、それでよしと

いうふうに思われてきたのではないかと思います。どんなに不親切にやっても、正しく

やっていればオーケーという、そういう行政ではなかっただろうかと。でも、ちょいとそ

れでは足りないぞというふうに私は思っております。 

 自分たちのやっている、公務員がやっている仕事を、どうやって具体的に市民の皆さん

方に理解をしてもらうか、そして、本当に市民のために役に立つ仕事をやっているのだと

いうことを市民に理解してもらう努力、これをしないと、お互いに不幸な関係になるとい

うふうに私は思って、就任してすぐに、市役所の職員の皆さん方に、皆さん方の仕事が、

市民がどういう思いを持っているのかということをちょっと考えてみようよということを

提案させていただきました。そんな中で、もっと自己アピールする、自分の仕事を説得し

て、納得してもらうということにもう一つの仕事があるということですね、理解しようと

いうことを言いました。 

 例えば、民間ですと、いい製品をつくっていても、それがいい製品である、だから買っ

てみようという気持ちを持ってもらわなければ仕事は完了しないのですね。それと同じよ

うに、いい仕事をしていても、それを市民の皆さん方が、ああ、いい仕事をやってくれて

いるというふうに思ってもらわないと仕事は完了しないのだ、だから、親切に、懇切丁寧

に、自分の仕事をちゃんとアピールするようにしようということで、情報公開という概念

がございますが、情報公開は、尋ねられれば答えるという制度でありますが、そうではな

くて、情報提供、しかもわかりやすく、しっかりと、こういうことを今やろうとしている

のです、いろいろ矛盾もあるかもしれないけれども、御意見は承ります、しかし、こうい

うことをやろうとしているのです、いいことでしょうというふうに言える仕事のやり方を

していこうということで、いろいろな工夫をしてきたつもりであります。そして、窓口の

対応も含めて、行政が変わったぞというふうに言われるように、しっかりとした仕事を

やっていこうではないかということで努力をしてきたつもりでおります。 

 おかげさまで窓口においでになる市民の皆さん方のアンケートをとりますと、満足度

が、これまでとは違うぞと、よくなったというふうに思っていただける方が８５％から９

５％ぐらい、区役所によっていろいろ違いますけれども、かなりの高率で変わってきたと

いうふうな評価をいただいております。そういう評価をいただいているよということを私

たちが職員にちゃんと知らせて、確かな変化というものを市民は評価してくれている、私

たちの政府である札幌市役所は、私たちのために頑張っているのだぞということをわかっ

てもらいつつあるよということを、しっかり市役所の職員に、私の情報を提供していると

いうふうなことを今頑張っているところであります。 

 先ほどの「広報さっぽろ」をお読みになりましたでしょうかという問いに、どれぐらい

読んでいただいているかと。必ず読んでいただけるという方が、今、５５％ぐらいです。

これは、全体から言えば相当高いと私は思います。でも、まだ半分です。これがもう少

し、今、札幌市がやろうとしていることを、この情報誌、毎月こんな厚い情報誌を出して

いるほかの政令市はないのですね。非常に詳しい情報誌を今提供させていただいておりま

すし、これまでの情報誌と違って、決まったことをお知らせするのではなくて、これから

どうしましょうかということを市民に考えていただく材料を提供させていただくというの

が、今、新しい、私になってからの「広報さっぽろ」のつくり方にしております。 

 まず、今までこういうお知らせがありますよということももちろん大事でありますの

で、そのことは置くとして、必ず第１ページ目、２ページ目に特集というものを組みまし

て、札幌市、例えばオリンピックの問題も、夏季オリンピックを誘致しましょうかどう

か、非常に困っているのですよと。これをやると、こんないいこともあるし、こんな負担

もありますよというようなことを市民が今選ばなければいけないのだということを情報提

供させていただいたり、あるいは、市電の、これを存続させるためにはどんな問題がある

のか、クリアしなければならない問題はどんなことがあるのかというようなことを、やは
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り具体的に問題を提起していくといいますか、そういうことで、まちの一人一人の市民が

主役になって、自分たちの問題として、このまちの問題を考えることができる、そんな札

幌のまちづくりの資料になるようにしていきたいなということで頑張っているところであ

ります。 

 ぜひ、そんな意味で、情報をしっかりキャッチをしていただいて、そして、それをもと

に、いろいろな場面で、御家庭でも、あるいはお隣近所でも、話し合いの材料にしていっ

ていただけると、ここがこうなった方がいいよねというふうな気持ちを語り合っていただ

ける、そんなまちづくりに役立つといいますか、貢献するというか、あるいは自分を生か

すというか、そういうまちになっていくことを私は期待をするし、そして、市役所の職員

が１万５,０００人おります。全体の１％ぐらいですね、１８９万人ですから、こういう

市役所の職員が、まちの中でいろいろ情報を発信したり、あるいは情報を吸収したりして

くる、そういう役割も持っているということを、御指摘のとおり、やはり私たちはしっか

り認識してやっていかなければならないなと、こんなふうに思っているところでありま

す。 

 

○林美香子氏 ありがとうございました。 

 では、今度は、札幌の魅力やまちづくりの可能性ということでお話を伺っていこうと思

います。先ほど上田市長さんからのメッセージの中にも、本当に札幌市民は札幌が大好き

なのだということを知って、うれしくも思ったのですけれども、自然だったり、文化だっ

たり、町並みだったり、本当にいろいろな魅力を皆さん感じて、また、札幌の持つすばら

しい魅力を守ったり、はぐくんだり、外に情報発信したりすることで、自分が住むまちの

魅力をより多くの人たちに気づいてほしいといった活動もたくさん見られます。そういっ

た活動が、また札幌の活力を生み出しているのだなというふうに思うのですが、今度は、

その札幌の魅力と市民の活力やアイデアが反映される、市民主体のまちづくりといった視

点からお話を伺っていこうと思います。 

 今度は海老名先生にお話を伺おうと思うのですけれども、先ほども３４年間海外で経験

なさって、でも札幌はすばらしいというお話があったのですが、３４年海外で暮らされた

後、札幌に来てみて、札幌はどんなふうに、先ほどは、随分前と違ってしまった面もある

ようだけれどもというお話をなさっていたのですけれども、どうでしょうか、札幌は。 

 

○海老名氏 ちょっと訂正をさせていただきます。３４年ぶりに札幌に戻りましたけれど

も、その半分ぐらいが海外でございました。私は、生まれも育ちも札幌市中央区ですけれ

ども、随分長いことふるさとを離れておりましたので、外から見た札幌という意味では、

かなり札幌のことがよく見えました。本当にいろいろなところに暮らしてきて、世界の中

でも札幌は本当にすばらしいまちの一つ、これはもう間違いがないことです。 

 私は、主として後半はアジアをいろいろと調査をしてきましたので、貧しいと言われて

いたアジアが、今どんどんどんどん豊かになってくる過程をつぶさに調べてきたのですけ

れども、アジアとか中国がどうしてこんなに経済が力強く発展できるのかということを調

べていくうちに、確信を持ったこと、自分たちだけで発展してきたわけではない。外国の

企業とか、外国の労働力とか、外国の資本とか、要は、外資と一緒になってみんな発展し

てきたのだなということがはっきりとわかりました。ですから、私が今から申し上げるこ

とは、突拍子もないことだな、随分変わったことを言うなと思われるかもしれませんけれ

ども、お許しいただければと思います。 

 私は、札幌は、これから国際都市になれるし、なってもらいたいというふうに強く思っ

ています。札幌というところは、もちろん国際空港からのアクセスとか、地下鉄などを含

む都市機能とか、周辺の自然環境とか、観光スポットの魅力とか、文化の発信基地、どれ

をとても世界に通用する国際都市としての資格を十分に持っていると思います。せっかく

現実にこれだけのすばらしいインフラを持っていながら、私たちはその札幌の魅力という

ものを世界に向けて十分にＰＲしているでしょうか。このように、例えば友人などに問い
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かけると、いや、随分やっているよと。例えば冬のさっぽろ雪まつりとか、夏のよさこい

ソーラン祭りとか、随分知られて、全国ブランドどころか、もうかなり海外からのお客様

も大変多くなっているからという声が聞こえるわけですけれども、私の言う国際都市・札

幌というのは、観光はもちろんなのですけれども、それにとどまらずに、本当の国際都市

になってもらいたいという意味です。 

 北海道にとっては、第１次産業に加えて観光という産業がこれからも本当に大事になっ

てくる。特に札幌とか、私の大学のある小樽とかにとっては、これはもう本当にそういう

ことだと思うのですけれども、やっぱり、それだけでは、このまちというものをつくって

いく上では十分ではないと思っています。やはり、実際には、もっと多くの外国の企業が

札幌に進出してきて、そこで働く従業員たちが札幌に住みついてくれて、来年のサミット

のことがすごい話題になっていますけれども、あんな大きな会議はなかなかありませんけ

れども、大小さまざまな国際会議が札幌でいつでも開かれていて、加えて、一時は大変盛

んだったとも聞きますけれども、ロシアとか中国とかの貿易がまた再び元気になって活性

化する、そんなような国際都市・札幌のことをイメージしています。 

 やはり、こちらに帰ってきて私は非常に、もう、９９％うれしくて仕方がないのですけ

れども、１％どうしても悲しいということは、経済が残念ながら全国でも断トツに悪い。

有効求人倍率も全国の半分ぐらいしかありませんし、あらゆる意味で遅れていますね。そ

ういうことを元気に戻していくというのは、札幌ですら人口が減っていく時代に入ってき

た。私の大学のある小樽は、もうとまらないですね。私が在学していたときに２０万人

だったものが、今は１４万人を切ってしまいました。この札幌だけが北海道の中で増え続

けてきたはずですけれども、いよいよ減る時代を迎えると。そういうところで、経済が元

気になる、まちが元気になるというのは、自分たちだけで落とし前をつけようと思ったら

無理だと思います。やっぱり、アジアとか環日本海の対岸にあるロシア、中国とか、そう

いう企業とか人たちと一緒になって、助けてあげるところは我々が助けてあげるし、助け

ていただくところは助けてもらうと、そういう、広く我々が心を開いた関係で、この札幌

がこれから国際都市として伸びていくということが可能になるのだろうと思います。 

 やはり、地政学的にいっても、ロシアの極東とか中国の北東部に近いということは、今

後、我々さえこの受入体制を整えていきますと、日本にとって必須のエネルギーとか、木

材とか、食料の輸入基地として、北海道は大変いいところに位置していますし、こちらか

らまた向こうに輸出する基地としても、良港にも恵まれていますし、地政学的にも非常に

いいというふうに言えるところなのですね。ただ、やっぱりそのためには、外国人が住ん

で心地よいまちになっているだろうかというふうに考えると、残念ながら、もう少し工夫

が必要だなと思います。 

 お時間があれですけれども、例えば千歳に降り立った外国人が、ひとりで、今日、この

会場に来れるでしょうか。このホテルはすごく有名ですから来れるかもわかりませんけれ

ども、なかなかそうなっていないと思うのですね。すごくわかりやすい碁盤の目にはなっ

ているのですけれども、そのブロックの中の番地の表示がないのですね。私が７年間住ん

だニューヨークは、全部すべての建物に番地が振ってあって、かつ、番地が全部連続して

いますから、自分の行く番地が、何番、何番とたどっていくと、必ずたどり着くことがで

きますけれども、その辺も、ちょとした工夫なのですけれども、外国人に優しいまちを目

指すことができる。せっかく地下鉄に、東西線ですとＴ０１、０２、０３と、すばらしい

工夫だなと思って、私は琴似なので乗っているのですけれども、日本語の後に英語が流れ

るのですけれども、例えば琴似はＴ０３なのですけれども、Ｔ０３と英語で言ってくれな

いのですね。せっかくあんな工夫までしたのに、最後のところでこけているじゃないかと

思って、とても残念に思います。 

 ですから、外国人に優しいまちにする。そうすると、これだけすばらしい基礎インフラ

を持っている札幌ですから、もっともっと多くの外国人が、観光だけではなくて、ここに

住むというインセンティブがたくさん出てくると思います。 
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○林美香子氏 ありがとうございました。また後ほど、経済、そして国際都市というあた

りは伺えたらいいなと思います。 

 続いて、林美枝子先生にお願いしようと思うのですけれども、まず札幌の魅力のお話か

らお願いいたします。 

 

○林美枝子氏 私は自分の大学で留学生の支援をしております。短期留学を終えた学生さ

んを、ここ１週間、千歳まで送っていくということをやっているのですけれども、少なく

とも前期を迎えたわずか半年しかいなかった学生さんたちは、まさに泣き泣き帰っていき

ました、もっといたいよと言いながら。私は、戻っておいでねと言って千歳から送り出し

たのですね。でも、送り出した後で何を感じたかというと、感謝です。たった半年で、私

たちのふるさとを愛する気持ちを持ってくれたのだな、本当にありがとうという気持ちで

した。 

 実を申しますと、私は今、２０歳の娘と１７歳の息子を育てているのですけれども、下

の子は道産子です。つまり、この子を産む前の年に私は札幌市民になりました。しかし、

札幌を好きになるまでにかなり時間がかかりまして、道産子を産んだのですけれども、産

んだのは実家です。実は逃げ帰ったのです。恥ずかしい話、私は群馬県というところに生

まれ育っておりまして、親戚のいないところで暮らしたことがないのです。北海道という

地に来たときに、知り合い、友人、もちろん恩師、全くおりません、同僚もおりません、

親戚もおりませんという状態の中で生活をスタートしたときに、自分がどこに流れていく

のかわからない、どこともつながっていない、非常に不安な状態で妊娠し、出産し、子育

てがスタートしてしまいました。 

 私は、札幌が余り好きではありませんでした。隣の人に何かを持っていっても、半返し

をしてくれないのです。私たちのところは、当たり前にしてくれました。そうやって半分

返すことによって、隣の縁が次の日にへと持ち越されていくのですよね。ところが、例え

ば何かもらったものを持っていくと、翌日にもっと価値のあるものが返ってきて、それで

終わりなのです。北海道って、群馬とは全然違うのだ、義理も人情もないのだと思い、私

は大変追い詰められていきました。 

 あることがきっかけで、すごく変わりました。今はもちろん札幌が好きです。何がきっ

かけだったかと申しますと、読んでいた本の作者が、その日の新聞で講演に来ているとい

うのを見たのです。当日行っても大丈夫なのかなと思って行ったら、入れるのですね。そ

んなに人が集まらない。先ほどと逆なことですが、いいですよ、当日でもということにな

りました。 

 ある新聞の紙面に感動いたしました。この人と話をしてみたいと思いました。まさかね

と思いながら新聞社に電話をしたら、本人が出て、「じゃ、今日、午後、一緒に食事しな

い？」って言われたのです。驚きました。つまり、自分の地元でも、あるいは新婚家庭を

くんだ東京でも横浜でも、よきことやよきものやよき人に会おうかと思ったら、それは大

変な道のりです。そして、自分に同じようなものを与える力がなかったら、その人たちは

会ってはくれません。ただのファンになんて会ってくれないのです。ところが、札幌は

違ったのですね。自分が求めたい、会いたい、欲しいと思ったら、そこまでの距離がもの

すごく絶妙なのですよ、このまちのサイズが。それで私は、それまでごく普通の専業主婦

だったのですが、その絶妙な距離感を使って、自分にとって必要な情報、必要な人物、必

要な場というものに、自分からアクセスする勇気というのをこのまちでもらったのです

ね。その結果、専業主婦を６年やった後で、今の大学に４０歳で就職することができまし

た。 

 だから、人へ、いいものへ、自分を駆り立てる力がこのまちにはあります。非常に抽象

的な言い方ではあるのですが、先ほど、市民自治に向かって公的な視点、ネットワークの

自分が中心にいるのだという意識を持ったときに、幾らでもそれをつくることができるま

ちなのだなというのが私にとって最大の魅力です。 

 それから、私はずっと、道の男女平等参画審議会というところの会長をやっていたので
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すね。今、この単語はかなりバックラッシュに遭っておりまして、例えば首相等が、どん

な単語でこれを表現するかというと、ワークライフバランスと呼ぶようになっています。

それはどういうことかというと、仕事と私生活、家庭といったもの、地域といったものの

調和という意味なのですね。経済格差も広がっている、健康格差も広がっている、いろい

ろな格差も広がっているのですが、実はこのワークライフ、つまり仕事と家庭、地域生活

との調和の格差もかなり広がっているのです。そういったことの調和に対しての支援をし

てくれる地域にいるかいないかによって、この格差は決定的になってしまうのですね。そ

う考えたときに、札幌市というのは、働くこと、それを見つけること、産むこと、子供を

育てること、自分さえそれにアクセスしようとすれば、あるいは癒されること、治療する

こと、それから見送られること、拝まれること、こういった一生におけるさまざまなイベ

ントをするチャンスにあふれている場所なのだろうと思うのです。 

 ただ、問題は、先ほども言いましたように、それをひとり占めしていいのかという問題

だと思うのです。例えば私は、今、学校である研究をしています。それは、ふるさとイン

ターンシップという研究なのです。多分、日本でそんなことをやっているのはうちの大学

だけではないかと思うのですが、それはどういうことかというと、学生を預かるというの

は、４年間だけ学びの場を提供するということですよね。だからといって、札幌にある私

たちの大学が、学生を預かった、そしてその後、彼らを市民にしていく義務は私たちには

ありません。むしろ私たちがやらなければならないのは、返す力ではないかと考えたので

す。それで、ふるさとインターンシップというのを実施し始めました。３年ぐらい前から

です。 

 どうするかというと、とても簡単で、その学生さんの出身の市町村の市役所、あるいは

県庁に、夏休みや冬休みの期間、地元に帰ったときにインターンシップで預かっていただ

くということなのです。私は、この後すぐ東北に行き、その後、鹿児島、沖縄に行きま

す。なぜなら、学生がそこでインターンシップをしているのです。それで視察に行くので

すよね。何か困っていることはないか、あるいは、行政に御迷惑をかけていないかという

ことをチェックしながら、残りのインターンシップの時間が、いい課題に出会えるように

と指導していきます。これは、返す力なのですよね。 

 つまり、札幌市がよりよいまちづくりをしようかと考えたときに、このまちには魅力が

あふれています。これはもう、私たちが言うまでもなく、皆さんもよく知っている。そし

てそれは、人生のすべてにかかわるさまざまなチャンスや力にあふれている。しかし、こ

れを独占しようと思うと、それは枯渇してしまうのです。むしろ、ここで学んだ人を地元

に返す。ここで働き盛りのときに働いた人を、また老後は地元に返す。あるいは、地元の

役に立った人が、最後の老いをこのまちで過ごさせるといったような、そういった返す力

というものが、とてもまちづくりには必要ではないのかなというふうに思います。 

 ぜひ札幌市も、インターンシップというものをもう少しやっていただけたらと思うので

す。確かに、市長さんが言いましたように、広報も来ます。メディアを使って私たちは、

札幌市の市役所が何をやっているのかよく知っていますよね。でも、このニュースを後で

聞く人と今ここにいる人とでは、得られた情報が全然違います。それは暗黙知といいまし

て、言葉や文字で書かれたもの以外の、例えば私たちの体温だとか、私たちの表情を見

る、現場にいることによって皆さんが得られるものは、後で文字で読むものよりも何倍も

のものがあるのですね。そう考えたときに、窓口の対応がすばらしくなった、でも、やは

りそれはバリアの向こうからの発信です。そのバリアを低くしていくところで行政は語ら

なければならないと思うのならば、せっかく教育基本法も変わったことですので、小中高

すべての生徒さんたち、学生さんたちに、３６５日のうち１日か２日でもいいから札幌市

役所を経験させる日をつくっていただく。 

 また、学びというのは、学生だけの特権ではありません。私たち社会人だって行政にイ

ンターンシップに行ってみたいですよね。これから公務員になるのは無理だとしても、１

週間でも３日でもいいから、公務員ってどんなものなのかを市民に経験させてくれる市民

インターンシップのようなものがあったらどんなにいいだろうかと思います。 
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 また、先ほどの逆、ふるさとインターンシップ、札幌から東京へ、あるいは札幌から北

見へと学び、働きに出ている人たちに、札幌市役所がふるさとインターンシップを引き受

けますというようなことを発信し、改めて市民としての自覚といったもののチャンスを広

げていただければなというふうに思います。 

 

○林美香子氏 ありがとうございます。ぜひそれは何か、実現してほしいなというふう

に、今お話を聞きながら思いました。 

 林先生と違って、私はまた、札幌生まれ札幌育ちで、ずっと札幌で、札幌以外に暮らし

たことがないのですね。ずっと札幌しか知らないのですけれども、札幌はすばらしいまち

だと独断的に思っております。どこが魅力かなというと、やっぱり自然と、そしと都市機

能の調和というのが魅力だなと思うのです。本当に中心部にいると、都会という感じです

よね。でも、ここから車で３０分もすると、山や緑があって、本当にこんなまちはほかに

ないのではないかと自慢をしています。 

 また、大都市だけれども大き過ぎないというところが、私はワークライフバランスには

とてもいいのではないかと思っているのです。私自身は、２人の息子を育てながらずっと

働く母なのですけれども、それが実現できたのは、多分、通勤時間の問題ですとか、保育

の問題とか、いろいろな形で、札幌だったから可能だったのではないかなというふうに

思っています。これは大きな魅力だなと思います。 

 また、札幌が世界に誇れるもの、たくさんありますけれども、例えばＰＭＦ、パシ

フィック・ミュージック・フェスティバルやコンサートホールＫｉｔａｒａ、そしてモエ

レ沼公園、今年から始まったサッポロシティジャズ、こうしたすばらしい文化資源がある

わけですね。この国際的にも注目されるすばらしい文化資源を、私たち札幌市民自身がそ

の価値に気づいて、誇りと思って、そして、より一層の情報発信とその活用を考えていく

べきだなと思います。これからのまちづくりの要になると思います。観光に限らず、経済

的な効果、あるいは雇用の増加ということにもつながると思うのです。 

 こうしたまちづくりというのは、その年その年の目先のことだけではなく、やはり長期

的な視点のまちづくりというのがとても重要だと思います。その点では、市民も頑張りま

すけれども、地域経営のトップである市長さんにぜひ、すばらしいリーダーシップをとっ

ていただきたいなという期待をしております。 

 今回、こうしたまちづくりトークに参加するに当たって、新しいまちづくりプラン、今

日、皆さんのところにも封筒の中に入っていますが、それをいろいろ読んでみましたら、

例えば「環境首都・札幌」という宣言をしています。これは、これからの時代にものすご

く大切なことだと思うのですが、でも、それを本当に世界に向けて発信するためには、相

当な、大がかりな計画が必要だと思うのですね。欧米都市のような都市計画とか交通計画

のような、本当に腰を据えた大がかりな計画が必要だと思います。実際に、アメリカの

ポートランドですとかフランスのリヨン、グルノーブルなどに行ってみると、中心部への

車の乗り入れの禁止とか公共交通の充実、さらに、乗り捨て自由な自転車がまちの至ると

ころにあるなど、本当に環境への配慮というのがすばらしいのですね。そういったことを

私はやっぱり札幌でもぜひ実現してほしいなと思います。これは、行政だけではもちろん

だめで、多くの市民の参加も必要だなと思います。 

 また、まちづくりに加わっていて思うことですが、従来のような縦割り的な発想では非

常に難しいなということを思います。もっと横断的な組織づくりが必要で、そこには、本

当に横断的な行政の参加、そして専門家や市民の参加も必要だなと思います。 

 またちょっとモエレ沼公園の話をさせていただこうと思うのですが、今回、こうした若

い人向きの「ＢＲＵＴＵＳ」という雑誌でもすばらしい紹介がされているのですけれど

も、ここは、ごみの埋立地がこうしたすばらしい公園になったところですね。そういう意

味では、環境首都・札幌のシンボルになる公園だと思います。 

 その活用を考えていくと、例えば環境的な視点、公園管理、緑地であること、文化的資

産であること、観光のかなめであること、そして教育的な働きというふうに、非常に複合
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的な分野があると思います。その文化的な価値を世界に発信していくということを考えま

すと、モエレ沼公園の中にイサム・ノグチのギャラリーがあるのですが、もっと充実させ

たいなということを思います。イサム・ノグチが札幌に来たのが１９８８年なのですね。

ということは、来年、その２０周年なわけですよね。来年ぜひ、何かイサム・ノグチギャ

ラリーの充実だとか、イサム・ノグチとモエレ沼公園といった、本当に世界規模のフォー

ラムなどを開催してもらえたらいいなと思って、今日、この封筒に入っているいろいろな

ものを見ていたら、モエレの文字は一文字もなくて、私は今日、帰ったらすぐにこのピン

クのはがきに書こうと思ったのですけれども、そういうふうに、やっぱり市民の中から提

案していくということも大切なのかなと思います。 

 またさらに、今、私は札幌市の仕事のお手伝いとして、札幌スタイルという、デザイン

によるまちづくりの委員会にも加わっていますが、これは経済部局だけで成功するもので

はないと思います。もちろん、経済、産業に大きな力を発揮すると思いますが、それは文

化にも、観光にも、教育にも、そして、暮らしそのものにも非常に大きな影響があると思

うのですね。こういうふうにもっともっと大きな運動になるものだと思いますので、そう

いったこともぜひ横断的な組織で、札幌のまちづくりの中心にしてほしいなという願いを

持っています。そこには絶対に市民の参加がなければうまくいかないだろうなということ

も思っております。 

 というふうにまた、市民３人がいろいろなお話をさせていただいたのですけれども、市

長の上田さん、いかがでしょうか。 

 

○上田市長 ありがとうございました。モエレ沼、先ほどから何回か出てまいりますけれ

ども、これは、モエレ沼公園の成り立ちからいって、市民参加の、札幌市民がつくった公

園なのだというふうに言えると思います。なぜならば、一人一人が出したごみがそこに詰

まっているからであります。そういう意味で、あそこは市民がつくった公園なのだという

ふうに、無理が多少ありますけれども、私は市民参加によってでき上がった公園なのだ、

だから大事にしていこうというふうに思ったりもしております。そこにイサム・ノグチ

が、あの壮大なスケールのグランドデザインをしていただいた、そういう目のつけどころ

といいますか、ああいうところをですね、やはりさすが２０世紀を代表する彫刻家であり

芸術家であったのだなと、こんなふうに私は思っております。 

 レナード・バーンスタインとイサム・ノグチという、２０世紀を代表する２人の芸術家

が、札幌に、まさに遺産を残してくれた。ＰＭＦという音楽祭と、そしてモエレ沼という

のが、この２０年の間に、本当にすばらしいものを、世界に発信できるものを残していた

だいたと。これも、まさに海老名先生がおっしゃるように、国際的なのですよ。日本人で

はなくてね。外国の人に札幌を盛り上げていただける、そういうすばらしい、札幌も、昔

から言えばクラーク先生だとか、いろいろな方々が外国の英知を我々に与えていただい

て、このまちをつくってきたというのがあります。それが、この芸術文化という面でも、

２０世紀のもう最終ラウンドで、そういう方々のお世話になりながら、札幌が世界に発信

できる、まさに活性化してきたというものをつくることができたのだなというふうに、感

動的にお話をそれぞれお聞きしていたところであります。 

 そして、林先生のお話で、私、とてもそうだなというふうに思って、私も同じように考

えているところがありますので少し申し上げたいと思いますが、ふるさとインターンシッ

プだとか、ああいうのは、今、私、２年目ぐらいから、まちづくりセンター等における活

動の非常に重要なテーマとして、各区にある大学とまちづくりということをきちっと大学

に呼びかけようという活動をさせていただいております。学生をどうやってまちづくりの

中に引き込むかと言ったらちょっと変な言い方になりますが、お手伝いしていただく、あ

るいは参加をしていただくということを呼びかけていこうということなのです。 

 それは、札幌にせっかくおいでになっている、大学に勉強したいということでおいでに

なっている人たちを、単に札幌の大学のキャンパスの中で勉強するだけではなくて、その

フィールドを札幌全体で、このまちで学んでほしいと。このまちで学んだことを社会的な
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力に変えていただく、そういうことができないだろうかということを考えて、各大学にア

プローチしていこうということで、学生さんに地域の中で、まちづくりの一端を担ってい

ただくというテーマを提供していこうということを始めました。もう今、大体すべての大

学と関係を持ってやっておりますけれども、この人たちが札幌で学んだことを、本当に、

返す力とおっしゃいましたけれども、ふるさとに帰る場合もあるでしょうし、あるいはど

こかの、就職を求めて違うまちで活動される方もおられるでしょうし、そういう方々がま

ちづくりなり地域活動のおもしろさ、楽しさ、自己表現する方法、こういったものを身に

つけていただくことによって、私は、札幌がいろいろな意味で貢献ができるということに

なるだろうと。そしてまた、自分たちのまちづくりの新しい感覚、感性といったものも、

あるいは、マンパワーとしての学生の力といったものも借りることができる。お互いにい

いことができるのではないかというようなことを考えてやったところであります。 

 最近、北海道大学の学生がお祭りを手伝ってくれたり、そういうのもありますし、林先

生の国際大学の学生さんがパソコンの指導をしていただけるというようなことも、本当に

熱心にやっていただいて、インターネットの使い方とか、今の学生さんは得意ですから、

そういったことで社会貢献していただいているのですね。そういうことで、自分の能力を

十分に使って社会に関係づけていくというふうなことで、まちづくりに参加をしていただ

くということを今やっているところであります。 

 そして、私は、先生のお話の中で、北海道全体を見渡してと、私も一番最初に申し上げ

ましたけれども、札幌が持つ役割をどう認識して、そのことを実践していくかということ

について、やはり具体的に何かやろうということで、今まで収穫祭をやっておりました、

９月の上旬に、各地の産物を大通公園で、リンケージプラザというふうにやっているので

すね。そして、まちの方が出てきていただいて、産物を持ってきて、そこでみんなで、札

幌市民がいろいろ購入したりすることができる。これを、私はもうちょっと恒常的なもの

にできないだろうかと。札幌のまちに、そういうアンテナショップといいますか、そうい

うような形で、ものを売るということと、自分たちのまちの特色を情報発信するという両

方の機能を持ったスペースをつくっていきたいなというふうに思っております。それが多

分、札幌の、各市町村との連携を深めていく非常に大きなチャンスになるのではないかな

というふうに思っております。 

 そして、もっと言いますと、ふるさとインターンシップというふうにおっしゃいました

けれども、札幌には全道から、各市町村からたくさんの人が出てきておられます。そうい

う人たちが自分のまちのお店の店番をできないだろうかと。そういう人々が集まる場所を

そのお店に、機能させるといいますか、役割を持つことができるなら、すてきだなという

ふうに私は思って、今、職員と一緒に、いろいろなアンケートをとって、各市町村で、ど

うですか、こういうことをやりたいのですけれども興味がありますかというふうなアン

ケートをとりましたら、大体６５％ぐらいのまちの方々が、おもしろそうだと、条件に

よってはやってみてもいいなというようなことを答えていただいているところでありま

す。 

 私は、いろいろないい場所をつくって、そして、運営するのにいろいろな困難もあると

思いますけれども、ふるさとの方々がふるさとを大事にしたいという気持ちをこの札幌で

実現できるような、そんな場所づくりをすることによって、札幌の経済というものも結構

おもしろい展開ができるのではないかなと。東京ばかり見るのではなくて、地元のです

ね、そういう、北海道を活性化させる、そういうものにつなげていく、一つの考え方とし

て、それだけでできるというわけではありませんが、一つの発想としてできるのではない

かと、そんなことを今思っているところであります。 

 海老名先生の御指摘の、諸外国との関係の、貿易とかということですね、これも私も、

今、中国だとか、瀋陽市と姉妹都市であったり、ロシアのユジノサハリンスクあたりとい

ろいろな交渉をしたりというようなことも少しずつ展開をしつつあるところであります。

韓国、中国、ロシア、本当に札幌というのは近い距離にありますので、その地の利を、小

樽港であったり石狩湾新港だったり、そういうところを本当にうまく展開、つくることに
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よって、北海道の、例えば食の文化を、これをしっかりと加工をして、そして食してもら

う。安全で、そして、最近はちょっと食の安全が問題になっていますけれども、本当にい

いものを食べていただく、そういうことに札幌が活用できるといいますか、加工業です

ね、そういったものをしっかりやってつけることができれば、私は、北海道に役に立つ札

幌というふうな点でこれからの札幌はやっていけるのではないかなと、こんなふうに思っ

ているところでもあります。 

 

○林美香子氏 ありがとうございます。リンケージ・アップフェスティバルに関しては、

最初は本当に札幌の近くの市町村が中心だったのが、今はもう全道からさまざまなものが

集まり、また市民も本当に楽しみにしていますし、またそこが観光の場所にもなっていく

のだろうと思います。 

 この座談会、本当に残された時間が短くなってしまったのですけれども、先ほど先生が

おっしゃっていた国際都市のことで少し、具体的なアイデアなどがあれば海老名先生に

ちょっと伺いたいなと思ったのですが、単に観光ではなく、企業の誘致を含めて、外国人

の人たちが住むことで札幌の経済はもっと豊かになるのではないかというお話があったの

ですが、ちょっと限られた時間で申しわけないのですが、お願いいたします。 

 

○海老名氏 今、市長が、大学における教育のところをちょっとお話しされたのですけれ

ども、本当にもったいない、つまり、北海道にある大学を子供たちが卒業して、北海道で

とどまって就職をしている割合、残念ながら、今年の北海道経済白書を見ると、４４％が

道外に就職してしまった。３４年間も逃げていた私が言えた義理ではありませんけれど

も、やっぱり、子供たち、せっかくここで教育を受けて、できればここに就職の機会を得

たかったのだろうと思うのですね。でも、それが十分にない。これは、毎年毎年起こって

いることですから、１００人の子供たちが卒業したら、４０人は道外に就職を求めざるを

得ないという言い方もできるわけです。 

 ですから、そのためにはやっぱり、例えば最近、苫東の方にトヨタ系のデンソーとかが

来て、数千人の雇用が生まれ始めています。あの子供たちというか、就職できる人たち

は、その機会がなければ本州に行かなければいけなかったかもしれない。やっぱり、経済

というのは、そこに企業が立地して、そこで雇用の機会が生まれて、それを取り巻く森羅

万象でいろいろなお金が動くということです。だから、北海道に外国の企業を誘致する仕

掛けというものは、よく特区とか言われてもうまくいかない。これは、日本人の間での不

公平だからなのです。条例を改正したり、省令を改正したり、いろいろな手続が必要です

けれども、外国の企業に、例えば最初の３年間、免税の措置を特典として与えますとか、

必要な雇用は市が率先していい労働力を確保して提供しますよとか、さまざまなやり方は

あります。そういう、とても良質な労働力が低廉に得られるということになると、必ず企

業は進出してくれます。 

 ですから、やっぱり、お願いしたいのは、せっかく卒業していく有能な子供たちを、ぜ

ひ北海道で就職して、北海道の経済を元気にすると、そういうサイクルを回せるような仕

掛けに向かって、みんなで知恵を絞っていきたいなと、こういうふうに思っています。 

 

○林美香子氏 ありがとうございます。 

 私も北海道の大学を出たときに、私は札幌で就職をすることができましたが、本当に大

半の人は、本当はここで仕事をしたいけれどもということで本州の企業だったことをまた

思い出し、今また子供たちも同じということでは、やっぱり私たち相当、市民も含めて頑

張らないと、次の世代の子供たちへの経済ということもあるのだなと思います。 

 本当に時間が少ないのですけれども、林先生、先ほどワークライフバランスの話があり

ましたけれども、私も働く母として、ワークライフバランスって、すごくこれからのキー

ワードになっていくと思うのですね。そのあたりで、もし林先生の方から、市民に、また

行政に、企業に、お話ししたいことがあったら、一言お願いしたいのですけれども。 
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○林美枝子氏 そうですね、例えばワークライフバランスの支援を行政が行うということ

を考えたときに、ワークの支援って結構簡単、簡単と言っては何か失礼ですが、とても簡

単なのですね。ところが、ライフの支援というのは本当に難しいのです。なぜならば、例

えば企業に所属しているとか、ある職域、職種でつかまえることができないですよね、ラ

イフの部分は。そこで多くのものを占めるのが、やはりこういった文化活動だったり、あ

るいは学びの場の充実、しかも、その学びの場を生涯学習社会の中で学べる場にしておく

という支援がとても重要だと思うのですね。あるいは、子育てだとか老いだとかというこ

ととのバランスのとり方もライフの中に入っていくのですが、とかくやはり行政って、納

税者に目が向いてしまう。しかし、その納税者の隣には専業主婦がいたり、お子さんがい

たり、高齢の方がいたりして、その人たちのライフをいかに支援するのかというのがもの

すごく難しいし、細かいところに対応していく、そして、多くの年齢も性も違う人たちが

何を望んでいるのかを、いつも聞き耳を立てていなければならないという意味では、対応

を細かくしていかなければならない難しさはあると思うのですよね。 

 

○林美香子氏 そういう意味では、今日お集まりの皆さんたち、ぜひ、こうした意見募集

の紙も入っておりますし、またメールでも寄せられるようになっておりますので、皆さん

の考えるまちづくりで大切なものということをどんどん、私たちの側から情報発信してい

くことも必要なのかなと思います。 

 この座談会、限られた時間でしたが、今出たお話を少しまとめてみようと思うのです

が、札幌にはさまざまな自然環境や文化、町並み、都市機能などの魅力や資源がある。そ

して、今後のまちづくりでは、そういった札幌の魅力や資源を十分に生かすことが必要で

ある。また、札幌には道都としての役割もあるので、周辺の市町村との連携も重要であ

る。また同時に、国際都市になるための仕掛けも必要であるということ。そして、まちづ

くりにおいては、従来の縦割り組織的な発想ではなく、横断的な組織づくりが必要であ

り、また、広範囲な専門家や市民の参加も必要であること。そして、市民一人一人が、関

心のある事柄に対して積極的に働きかけていくことによって、多くの市民のアイデアとか

行動が集約されて、札幌のまちづくり、そして魅力向上の大きな力になっていくのだろう

と思います。 

 ぜひ皆さんたちにさまざまな御意見を寄せていただきたいなと思います。 
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４ 来場の方々からの質問・意見に基づく座談者によるフリートーク 

 

○林美香子氏 それでは、この後の時間は、会場の皆さんからの御質問や御意見に、ここ

の４人が答える形で進めていきたいと思います。 

 質問用紙にお書きになった方、スタッフが参りますので、どうぞお渡しくださいませ。 

 では、どうぞお願いいたします。 

 そして、すべての御質問、御意見を取り上げるというわけにはいきません、申しわけご

ざいません。でも、これは必ず市の方にお渡しいたしますので、お書きくださいませ。 

 では最初に、先ほど回収したものの中からピックアップして取り上げていきたいと思い

ます。ほかにも実はたくさんいただいているのですが、事務局の方で選んだものが今こち

らに参りました。上から順番に、一応優先順位がついているようなのですけれども、たく

さんの御質問に答えていただきたいので、手短に答えていけたらと思います。 

 質問・御意見で、まちづくり活動を特別な人の活動ではなく、みんなの活動にしていく

ためにはどんなことが必要だと思いますか、アイデアを聞かせてくださいということで、

林先生、いかがですか。 

 

○林美枝子氏 先ほども少し言ったのですけれども、自分が育ったところって、自分が進

み出なくても、親戚だとかですね、実はさまざまな村の、何というか、集合体の情報経路

というのがございまして、家の単位で考えると、情報貧乏にはならないのですね。お誘い

が自然に来るものですから、自分が出ていっていいところに出ていけばいいというような

状況だったのです。札幌に来て感じたのは、自分がまずアクセスしないとだめなのだとい

うこと。情報はあっちからは、必ずしも自分にとって必要なものは来ないのだというこ

と。だから、すべての人たちが、まず最初の一歩は自分で踏み出すという自助力という、

その勇気というのか、それが必要ではないかなというふうに思います。 

 

○林美香子氏 先ほど「広報さっぽろ」の話を上田市長さんも詳しく紹介してくださいま

したが、例えばこういうものをよく読んでいる人って、自然に、ここに行ってみようと

か、ここで意見を求めているのだということがわかりますよね。そういう意味では、難し

いことと思わず、ちょっと参加してみることで、まちづくり活動というのは広がっていく

ような気がするのですけれども、海老名先生からは、まちづくり活動を広げていくための

アイデア、何かありますか。 

 

○海老名氏 やっぱり、義務とか、言われてとか、そういうことではだめだと思うのです

ね。参画していること自体が楽しくなるような仕掛けというもの、それは、きっともしか

すると札幌でも区によって事情が違うかもしれません。ちょうどマンションの理事会なん

かでいろいろなことを決めて、お当番がどうで、お掃除をした人は肩たたき券が当たると

か、いろいろな仕掛けとか、何かいろいろなことを考えていますね。でも、それはやっぱ

りその自治体とか区で、みんなが楽しく参画できるということをベースに考えないと、絶

対長続きできないと思うので、少し、みんながやりたいな、やったら楽しいな、得だなと

思えるような仕掛けを考えることだと思いますね。 

 

○林美香子氏 そうですね。そして、自分にとても興味のあること、好きなことから始め

るというのがまちづくり活動の一歩としてはいいのではないかと思います。 

 私は、子供が小さいときには、読み聞かせのグループをつくって、そこからまちづくり

活動を始めていきました。あるとき、コンサドーレ札幌を札幌に呼ぼうというか、つくろ

うというグループと知り合って、そのときは本当に楽しい活動で、もう、燃えてという感

じでやったのですけれども、御自分の好きなところから始めていくということも重要なの

かなと思います。 

 続いての方です。子供を産んでも、育てていくのが大変です。勤務先に育児休業の制度
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がないか、あっても現実にはとれない状況があります。そんな理由でためらいます。その

後の預けるところも難しい。女性でも男性でも、どんなところに務めていても、自営で

も、子供を産んで育てる期間は社会全体でサポートするような環境である、そんな札幌の

まちになるといいなと思っていますということで、でも、このあたりは私は、出産したの

が二十数年前だったのですけれども、そのときに比べると、ものすごく事情はよくなって

いるなということを思います。例えば、夜間保育の保育所も札幌市には何カ所かあって、

これは、ほかの政令指定都市に比べるとすごく充実しているところなのですね。このあた

りでは、林美枝子先生からはどうですか。 

 

○林美枝子氏 子育て支援という発想で、ものをいつも考えてしまうのですが、実は以

前、札幌市のワークショップのメンバーに入れていただきましたときに、その視点を変え

てほしいということを提言いたしました。では、どうやって変えるのかといったならば、

子育て、つまり、親の手を支援するという姿勢から、子育ち支援ですね、つまり、子が自

分で育つ力を支援してあげるという視点がものすごく重要だろうと思うのです。もちろ

ん、それは乳幼児に対しては、子育ち支援というのはちょっと難しいかもしれませんが、

少しでも自分で自助努力をし、自立していった子供たちに対しては、市は親の手経由では

なく、直接、子供の育ちを支援するような視点というのがとても重要だし、何で私が追い

詰められたかというと、ひとりだって思ったからなのです。私の手しか当てにできないの

だと思ったときに追い詰められました。 

 ところが、隣に札幌市がいてくれる、道がいてくれる、清田区がいてくれる、近所がい

てくれるとなると、たとえ、ある特定の個人がすぐ助けに来てくれなくても、気は楽のよ

うな気がするのですね。ところが、それを、残念ながら２０年前は感じることができな

かった。それで、そのワークショップで提言したのは、大した金額ではないので、例えば

子供のお誕生日に何かください、絵本１冊でいいです。市から、道から、そういうものが

送られてくるだけで、多分、私は、この子を育てているのは私１人ではないのだ、地域も

育ててくれているのだって、きっと思えたと思うのですね。だから、親の手経由しか国も

道も市も考えていませんが、子供たちは自分で育つ力があります。そこにダイレクトに支

援すれば、子育ち支援をすれば、子供たちは必ずここが自分を育ててくれたと思えるので

はないかと思うし、そういう分散ですね、分散が逆に親を楽にしてくれるような気がする

のです。市のかわりに、道のかわりに、国のかわりに私が育てているみたいな意識が私を

追い詰めましたので、そういう意味では、いいのよ、肩の力を抜いて、ちゃんと隣に行政

もいるし、地域住民もいるのだからというのを直接子供にお知らせしてくれることで、親

も許されていくのではないかなという気がいたします。 

 

○林美香子氏 また今、ＮＰＯなどで、こうした子育て支援をメーンにしたグループも非

常に増えてきていますよね。それは本当に２０年前とは全然違う世の中だなということを

思いますが、このあたりはぜひ、市長さんにも一言お願いしたいと思います。 

 

○上田市長 非常に難しい問題で、少子社会を深刻に考え、そして、親御さんの負担と

いったものをどう軽減していくかというようなことも非常に課題としてあり、特に働く女

性の皆さん方に、両立支援という言い方をしておりますけれども、まさにこれもワークラ

イフバランスということでもあるわけでありますが、各企業がどういう努力を、そのこと

に問題意識をちゃんと持ってもらうようにしていくということが非常に大事であります

し、また、保育所の整備というのは、いつも需要と供給が追いかけっこをしておりまし

て、待機児童ゼロというのはなかなか実現できないというのが現実であります。でも、そ

れはしっかり、永久の課題でもあるわけでありますので、ゼロに向けて努力をしていくと

いうふうな形でやるということ。 

 それから、家庭で育てておられる方々に対しては、子育てに対する私たちの、いろいろ

な、地域の方々がそういう支援をするチャンスをつくるような場所をつくっていくという
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ことで、今、さまざまな場面で、子育ての支援をするグループをつくっていくというよう

なことでやっております。今日も、ちょうど市役所の本庁の１階のところで、子供たちが

たくさん、連れてきていただいたお母さん方が交流をするということでやっておりました

けれども、私も参加をさせていただいて、子供たちとお母さん方の接触というか、そして

大人同士がそこで顔を合わせて、いろいろな悩み事だったり、あるいは心配事を気軽に話

し合うことができるような、そんな場所をつくろうということで、今、子育てサロンとい

う形でやろうとしております。 

 こういったものを、社会全体がそういう子育てに対する支援をしていくという枠組みと

いうか、方向をつくっていくということが、今、林先生がおっしゃっているような、私以

外にもみんなでやっていくのだというふうな、私だけではないよというですね、そんな機

運をつくっていくことが行政の仕事ではなかろうかということで、今努力をさせていただ

いているということであります。 

 

○林美香子氏 ありがとうございます。 

 実はすごくたくさんの御質問や御意見が寄せられておりまして、海老名先生への御質問

です。市民の民度を高めることが必要と話されていましたが、どういう仕掛けがあれば市

民はそのように行動するのでしょうか。海外やほかの都市の事例でもよいので紹介してほ

しいということです。 

 

○海老名氏 日本は民主主義と言われながら、非常に、無責任とか、他人に押しつけると

か、そういうことが平気で行われている国だという言い方もできるというか、せざるを得

ないなと思うことが多いですね。やはり、民度という意味では、だれに強制されたわけで

もないけれども、自分が立っている立ち位置の範囲においては、自分の責任でそこを清潔

に、安全に保っていくのだと。ところが、日本人というのは、何か事が起こると、公が悪

いとか、政府が悪いとか、制度が悪いとか、そういうふうに人に責任を押しつけるという

ことがとても気になる。 

 だから、やっぱり、先ほど教養とか、ちょっと生意気な言い方をしましたけれども、大

人になって自分たちが他人に迷惑をかけないで生きていく、その範囲では、どんなに楽し

くわがままに暮らしても、それは構わないけれども、でも、社会にはやっぱりルールとい

うものがあるから、この、すごい、何百万という人たちが平和に暮らしていくためには、

一人一人がお互いのところにそういう被害を与えないということは当然の社会のルール。

それが守られるというのが民度の高い国だし、それが無視されて、暴力が振るわれるの

が、まだまだ低い国だということになるのだろうと思うのですね。 

 ですから、やっぱり、自分たちが２４時間、毎日毎日暮らしていく中においては、自分

で責任をとって生きているという部分は自分で完結してもらいたいと、そういうことで

す。 

 

○林美香子氏 ありがとうございます。 

 それから、やはり若い人たちの職場確保が進まなければまちづくりも進みません。若い

人たちが安心して働くことができることで、結婚、出産にもつながり、よいまちづくりに

つながると思いますという御意見が寄せられております。このあたりは上田市長さん、ぜ

ひ経済面での頑張りも、よろしくお願いいたします。 

 本当にこれは市民も、そして企業も一体となった、経済活性化というのでしょうか、そ

ういうことが必要でしょうね。 

 

○上田市長 そうですよね。やっぱり、どうやったら企業がこのまちで産業を担う、そう

いう投資をしようと思うかという投資の意欲を引き出すのは、やっぱりまちの魅力だと私

は思います。ですから、このまちに投資をして、仕事ができるという、そういう見通しを

立てることができるような魅力を私たちはつくっていくために、間接的でありますけれど
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も、そういう仕事を一生懸命行政がやらなければいけない、それがまちづくりだというふ

うに私は思っているのですが、ちょっと迂遠のような感じもしますけれども、実はそこが

しっかりしていると、しっかりした企業が生まれ、そして発展できる可能性が出てくるだ

ろうと、こんなふうに思っています。 

 

○林美香子氏 ありがとうございます。 

 続いての御意見ですが、市民参加の具体化に期待しています。長寿、長命の社会で、高

齢者の時間の余裕があります。新鮮で魅力を感じ、容易に参加できる機会を創造してくだ

さいという御意見ですが、このあたりは林美枝子先生がおっしゃっていた、生涯学習とま

ちづくりがうまくつながっていくといいですよね。 

 

○林美枝子氏 はい。あとはやはり、私は医療人類学という分野の人間なのですね、医学

なのですけれども、すごく重要なことは、若いとか年老いているというのは、実は身体的

な問題ではないということだと思うのですね。極めて文化的な問題であるというふうに考

えていて、例えば６５歳以上の方が人口の何十％にもなってどうするのだみたいな言葉っ

て、実を言うと、とてもいいかげんな話ですよね。ある大学の先生は、高齢人口を年齢で

はかるのはおかしい、むしろ、人口の上から１４％を高齢者と呼べばいいのではないか

と。１００歳の人が一番上ならば、そこから数えて１４％までが高齢で、それ以下の人は

退職もなく、働き続け、自己実現ができるように、だって、１０人に１人だけが介護を受

けるのであって、残りの９人は、実を言うと死ぬまで元気なわけですから、そういったも

のを生かすためには、老いるという概念をもう少し変えていくのが重要なのではないかと

いうようなことを言っていました。 

 それとともに、自助的な力をつけていく子供を、やはり、一人前の大人扱いしていくと

いう視点も同時に必要かなという気がいたします。一人前の幅をものすごく豊かにすると

いうことが重要かなと思います。 

 

○林美香子氏 ありがとうございます。 

 続いて、災害に強い安全なまちの整備には、市民自らの活動が重要です。そこで、自

助・共助能力を高める具体的な政策を豊富に打ち出してください。例えば自助・共助コン

クールを定期的に開催し、防災意識の高揚を図ることも効果的だと考えますという御意見

なのですが、例えば、海老名先生、ニューヨークは随分荒れた地域もあったけれども、例

えば緑をふやすことでまちが安全になったり、あるいは公園の使い方をすごく上手にする

ことで人々の心が豊かになって、まちも安全になったというような話がありますよね。そ

のあたりは、例えばニューヨークにいらしたときに感じることとかはありましたか。 

 

○海老名氏 ニューヨークというのは、世界でも最も危険なまちと言われた時期がありま

す。私が赴任したのは、もう３５年も前ですけれども、当時は非常に危なかったですね。

ところが、まさに上田市長のような、当時の市長がクリーンアップ作戦というのを宣告し

たのですね。一切の、まちにとって好ましくないもの、これを市庁舎の上から見える範囲

は全部だめと言ったのですね。 

 それで、私はよく、アジアも見て思うのですけれども、やらなければいけないこととい

うのは、余り民主的に多数決でとかですね、協議してとか、そういうことではない。非民

主的と思えるようなことであっても、正しいということは強権を発動してもやらなければ

だめだと。ニューヨークの場合は、実は当時の市長がクリーンアップ作戦をやった後、非

常に安全なまちに変わりました。私が勤務して居住していたころは、地下鉄に夜乗るとい

うのは、おまえが悪い、殺されても、それはおまえが悪い。今は、皆さんが行っても、女

性でも、夜も乗れる。こういうまちに変わることができるのですね。 

 ですから、これはやっぱり、そういった、安全に疑義があるという地域があるとすれ

ば、それは、市長が強大なやっぱり権力をもってそれを排除するということが、ある場合

─ 23 ─



 

には必要なのだということを我々に教えてくれているのだと思います。 
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○林美香子氏 ありがとうございました。 

 残された時間、限られていますので、御意見だけ、ここで御紹介をしたいと思います。 

 市民の手も借りて、温暖化防止を少しでも早く食いとめる必要がある。ビルの中に緑の

道があると、そこには涼しい風が吹き抜けるようになるからということで、これはもう、

都市計画にも温暖化防止の策は本当に必要だなと思います。 

 続いて、札幌市は、健常者と障害者が手と手をつなぎ合った、日本一愛のあふれた温か

い市であってほしい。そのためには、まだまだ改善されなければならない問題点がたくさ

んたくさんあるので、政治家に変えてもらうのではなく、一人一人ができることをやっ

て、全国一のまち・札幌づくりを一緒にしていきませんかという考えが私の考えですとい

う御意見です。 

 続いて、今年から開催したサッポロ・シティ・ジャズに関して意見があります。この催

しは、短い札幌の夏を盛り上げる、とてもよいイベントだと思い、札幌の新たな魅力の一

つになると思います。ただ、今回は初回であったせいなのか、市民への周知がやや足りな

いと感じました。テレビでの宣伝やポスターなどで、もう少し多くの市民の方に知っても

らえるようにすればよいなと感じましたということで、このお祭りは私も、プロの演奏会

にも行きましたし、また、札幌市資料館の裏庭で、アマチュアの皆さんたちがすばらしい

コンサートを開いていて、まちを歩いているとジャズが聞こえてくるというのは、またす

ごく豊かな感じがしました。 

 続いての御意見です。林美枝子先生の発言、市民は公を担う主体であることを自覚する

べきだという意見に共感しました。このまちのサイズが、自分の会いたい人に会える、必

要な人、地、場にアクセスできる勇気をもらうことにつながったという意見に共感したと

いう御意見です。 

 それから、重度の病気で離職した後の再就職がしやすいまちになってほしい。病気への

偏見が強く、再就職がしづらい。行政のフォローが必要だと思うということです。 

 それから、札幌は、感覚的には北海道という国の首都であるように思います。北海道内

の各役所の方々との連携を大切にしてほしいと思いますという御意見です。 

 このほかにもたくさんの御意見が届いているということで、この後また、市の方にお渡

ししますので、時間が限られておりまして、すべてを御紹介することはできませんでした

が、すばらしい意見がたくさん寄せられて、何かうれしいですね、本当に。 

 では、本当に一言ずつ、今日の御感想を伺って終えたいと思いますが、海老名先生、お

願いいたします。 

 

○海老名氏 今日は、皆さん本当にありがとうございました。私のような、非常に、３４

年間も離れておった者にこんなすばらしい機会を与えていただいて、私が今日、とても、

いろいろと考えさせられた機会でございました。 

 ただ、生意気を申し上げると、これほどすばらしいまちは世界にそんなにありません。

私が長年さまよってきて、確信を持っています。このすばらしいまちを、さらにすばらし

くしていくことは、我々の心がそう決めればできるというふうに強く感じていますので、

またみんなで一緒に手をとり合って、もっとすばらしい札幌にしていければと思います。 

 今日はありがとうございました。（拍手） 

 

○林美香子氏 ありがとうございました。 

 では、林美枝子先生、お願いいたします。 

 

○林美枝子氏 私は、親として非常に幸福にしていただきました札幌市に、でも、子供も

幸福になってほしい、幸福な親になってほしいというのが最大の望みです。 

 子供は、大変ラッキーなことに、絵をかくのが大好きで、人と全く交わらないで、絵ば

かりかいている子だったのです。札幌市立大学が、たまたま娘が大学に行くときにできま

して、入れていただきました。そのときに娘にはっきり言ったのは、市民であることで入
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学金は半額になりました。また、北大よりも授業料は安いのです。つまり、私が払ってい

る、多分、税金よりも多くのものを娘は、教育投資を受ける体になっています。だから、

もし本当にこの大学に進むのならば、それを将来、絶対札幌市に返せと言って入学させま

した。 

 あと、もう一つ、私は沖縄が調査地なのですけれども、沖縄のすごさというのは、お互

いをすごく尊重することです、すべての人たちが。理由はとても簡単で、みんな神様の子

供だからなのです。祖先崇拝をしておりまして、亡くなった後、３３回忌を迎えると、み

んなニナイカナイというところに行き、祖霊というものに合祀されていくのですね。だか

ら、お互いが神の子で、将来一緒になる体なので、とてもお互いを大切にします。そうい

う仕掛けを、札幌市、私たちの市は持っていません、宗教的な意味でですね。でも、新た

に同じような、お互いを大切にする、そういった気持ちというのはこれからつくっていけ

ばいいのかなという気がいたします。 

 お互いに頑張りましょう、子供たちのために。（拍手） 

 

○林美香子氏 ありがとうございました。 

 では、上田さん、お願いいたします。 

 

○上田市長 どうも本当にありがとうございました。非常におもしろく、興味深く、先生

方のお話もお伺いしました。 

 私は、北海道の中における札幌ということを、本当に私のテーマにしていきたいという

ことで、先ほどもちょっと申し上げましたけれども、近隣の市町村と、まずは仲よくして

いく、意思疎通をしっかりしていくということで、この間、北広島、あるいは石狩市の市

長さん、あした、新篠津村というところに行きまして、そこの村長さんと少しお話をさせ

ていただくような機会をつくっているのですね。近隣にたくさんの財産が、我々にとって

大事にしなければならないものがたくさんあるということにしっかり気づいて、そして、

札幌をどう活用していただけるかということを、そういう視点で隣のまちを見ていくとい

いますか、地域を見直していくということをこれからしていかなければならないというふ

うに思っているところです。 

 北海道は、すごい資源が豊かで、すごいんだぞというふうな話がたくさんございます。

確かにそうだと思いますが、私の今の立場で申し上げますならば、北海道の最大の資源は

札幌市だというふうに私は思っております。人がこれだけいて、そして、企業が７万１,

０００社、このまちにはあります。そこには、すばらしい活力を持って、働こう、頑張ろ

うという人たちがたくさんいるわけです。そういう、人的にも、物的にも、あるいは富の

集積というようなことからいっても、この札幌というまちは、北海道の中における、やは

り最大の財産であると。これをどうやって北海道民全員、すべての市、町で過ごしておら

れる方々が有効に活用していくかということに、我々がもっとオープンな気持ちで、それ

を探し出していくということに少し視点を変えてやっていかなければならないのかなと。

グローバル社会といって、世界と競争するのだというのも、これも一つ法則としてあるの

かもわかりませんが、もっと身近なところに、自分たちが置かれている状況を私はしっか

り見詰めて、やるべきこと、なすべきことを、私は、やっていくことの中に、新しいもの

を見つけていくことができるのではないかと、そんなことを思っているところでありま

す。 

 今日、海老名先生、そして林先生からもお話をちょうだいしましたことを、一つ一つ、

そんな視点から言いますと、すごく参考になる御意見がお聞きできたなと。もちろん、林

美香子さんのお話も、文化的なものの力といったものも十分感ずることができましたし、

とてもうれしく思いました。 

 そして、シティジャズの話が先ほどございましたけれども、このような全体の社会状況

の中で新しいフェスティバルがこのまちで生まれるという、このことを私は、札幌のパ

ワーだというふうに思います。市民の皆さん方と一緒に、このまちづくりをしっかりやっ
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ていく、エネルギーがたくさんあるのだということを何度も発見しながら、みんなと一緒

に頑張っていきたいなと、こんなふうに思っているところであります。 

 ありがとうございました。（拍手） 

 

○林美香子氏 ありがとうございました。 

 そして、何より、今日寄せられた、このすばらしい意見の数々に私は感動しました。本

当にみんなで力を合わせて、札幌のまちづくりをもっともっと進めていきたいなというこ

とを思いました。 

 それと、今日お集まりになった皆さん、ぜひ、御家族とかお友達、御近所の方に、この

話を伝えてほしいなということも思います。 

 何回もお話をしていますけれども、こうした意見募集が行われております。皆さんたち

の意見を市に伝える貴重な機会になると思いますので、ぜひ、８月３１日金曜日までとい

うことですので、たくさんの御意見をお寄せください。 

 札幌市では今、「さっぽろ元気ビジョン第２ステージ」の目標である、「市民の力みな

ぎる、文化と誇りあふれる街」の実現に向けたまちづくりプラン、「第２次札幌新まちづ

くり計画」の策定をしているところなのですね。ぜひ、たくさんのすばらしい御意見をお

寄せいただきたいと思います。 

 本当に今日は、いい時間を皆さんと共有できてよかったなと思います。本当にありがと

うございました。（拍手） 

 

 

５ 閉  会 

○司会 どうもありがとうございました。 

 座談者の皆様、大変貴重な御意見をいただきまして、まことにありがとうございまし

た。最後に、座談者の皆様にもう一度、盛大な拍手をお願いを申し上げます。（拍手） 

 それでは、これをもちまして、「さっぽろまちづくりトーク」を終了いたします。 

 本日は、御来場いただきまして、まことにありがとうございます。アンケート用紙を出

口にて回収をいたしますので、お書きになった方はスタッフの方へお渡しをいただけるよ

うにお願い申し上げます。 

 ありがとうございました。 
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